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協同総研10周年記念集会

設立総会1991 年 3 月 23 日

2001 年 3 月 24 日　虎ノ門パストラル

●中川雄一郎
　　　　　（協同総研理事長／明治大学）

　皆様、ご多忙のな
か、協同総合研究所
10周年記念集会にご
参席いただきまして、
まことにありがとう
ございます。
　本日は、協同総合
研究所の10周年記念
集会ですので、事務

局の方で簡単な企画を用意しました。先ずは
この記念集会、次いでリレー・トーク、そし
て続いてレセプション、ということになりま
す。できる限り多くのご参集の方々からお話
をいただいて、協同総合研究所の10周年に花
を添えていただけることを期待しておりま
す。
　先に、協同総研10周年記念集会のご案内を
お届けいたしました。そのご案内なかに、協
同総研初代理事長の黒川俊雄先生が慶応大学
経済学部在職中に、「地域・コミュニティにお
ける労働者協同組合」という労働者協同組合
研究会を立ち上げられ、その研究会を基礎に
した「いま、協同を問う」、という協同総研に

とって重要な柱、人間でいえば背骨を作って
いただきました。この集会は、昨年11月には
「いま、協同を拓く」に成長しました。これ
らの一連の集会は、ほんとうに多くの地方
の、多くの方々の参加によって支えられ、育
まれてきた、と思います。
　このような多くの人たちの努力と協力によ
り、1991年 3月23日に設立された協同総合
研究所が今日の日を迎えることができたわけ
です。しかし、ある意味では、どうにかこう
にか皆様に支えられて10周年を迎えた、と
言うべきなのかもしれません。あるいは兎に
も角にも何とか10年間遣ってきた、という
思いかもしれません。それでも、物事のけじ
めとしては、最初の10年が大切です。この10
年間に基礎作りがなされるからです。遠く三
重から中西五州さんが駆けつけてくださいま
したし、それに黒川先生と第2代理事長の杉
本時哉さん、お三人の胸にはそれぞれ何か湧
き上がるものをお持ちになって今日ご参席い
ただいている、と私は思います。中西さん、
黒川先生、杉本さんに心から感謝申し上げま
す。
　さて、次のことは、協同総研にとっても労
働者協同組合全体にとっても、大変に喜ばし
いことです。先般の3月15日に衆議院の予算
委員会で社民党の中川議員が「協同労働の協
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同組合法制」について質問いたしました。こ
の質問に対して、坂口厚生労働大臣は「真剣
に受けとめる」、というところまで答えてく
ださいました。このことは、協同総研が大き
な力を注いでおります「協同労働の協同組合
法制定」に向けて、一つの大きな歩みを踏み
出した、ということになろうかと思います。
その意味でも、協同総研の10年は、今は未だ
目には見えないけれども大きな礎になってく
れている、と私は思っています。
　ところで、協同総合研究所は、その名の通
り、協同組合に関わるあらゆることを研究す
る所です。そこで、協同総研は、今後の10年、
21世紀最初の10年を見据えた研究活動をし
なければなりません。十分に明確なビジョン
をもって練られた、とは言い難いのですが、
21世紀の「ファースト・ディケイド」におけ
る協同総研のプログラムの大枠について簡単
にご報告いたします。
　1つは、先ほども申しましたが、「協同労働
の協同組合法」の制定化に向けた運動に協同
総研は大きく関わっていく、ということで
す。法律の制定は、たとえ既成の事実が積み
重ねられ、時代がその法律を要請しているこ
とが分かっていても、成立までの足取りは並
大抵のことではありませんし、議員立法であ
れば大変なロビー活動が必要になってきま
す。それでも、この不況時には「協同労働の
協同組合法」の制定が大きな経済的、社会的、
文化的な意味をもつようになりますし、また

不況を抜け出しても、日本の社会と経済は以
前のような物質主義には戻らないだろうし、
人びとはコミュニティを大切にする人間味の
ある労働、仕事、人間関係を求めていくので
はないかと考えますと、「経済活動の多様性」
を維持していく社会のためにはこの法律がい
かにしても必要である、と思われます。
　第2に、国内外の労働者協同組合の状況は
どうなっているのか、労働者協同組合運動に
ついての情報を伝え、運動の背景や進行方向
などを分析し、それらが各々の社会にどのよ
うな効果や影響を与えているのかを研究する
ことです。
　第3に、協同総研は「政策提言」の能力を
もたなければならない、ということです。雇
用の創出、まちづくり、むらおこし、ケア協
同組合の設立、福祉事業所の存在、あるいは
コミュニティ経済開発、コミュニティの再生
等々の、具体的な課題に取り組む際の政策を
提言し、問題解決を図る力量を創造する研究
活動にしていく、ということです。これは、
大変困難な目標ですが、この目標は「研究所」
本来のあり方を示していると思います。
　そして第4に、かなり大袈裟な、大上段に
振りかぶった言い方ですが、協同総合研究所
が核になって、一つのナショナル・センター
を立ち上げていこう、という文字通りのビ
ジョンです。国内にしっかりと足を据えなが
ら、国際的な、あるいは世界的な協同組合運
動を見る。そして、さまざまな意見や情報に
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基づいて、労働者協同組合を中心とする協同
組合運動についての政策を世界に向かって発
信するのです。
　これらのプログラムは、明確なビジョンの
下に固まったそれではありませんが、協同総
合研究所の今後の活動を通して一つひとつ取
り組まれていくもの、と期待しております。
21世紀の「ファースト・ディケイド」は、皆
様にとっても、日本の社会にとっても、そし
て協同総合研究所にとっても大変重要な10
年となるに違いありません。皆様と力を合わ
せて協同総合研究所をより良くしていく覚悟
です。皆様の温かいご支援、ご協力を協同総
合研究所にお寄せいただくことをお願いし
て、私の挨拶を終わりとします。

●永戸祐三
（日本労働者協同組合連合会理事長）

　司会の方の紹介に
もありましたが、な
んと言えばいいのか
迷っております。と
言うのも「１０周年
おめでとうございま
す」と言っても、自分
も研究所の主体＝会
員でありますから、

自分のことを祝っているようで、変な感じな

のです。
　あらためてこの１０周年の記念の日を中川
理事長からもご挨拶がありましたように、新
しく協同総研が本当の意味で市民全体に役立
つ価値ある研究活動を続けていける研究機関
として、継続・発展させる決意をしていきた
いと強く思います。
　実は昨日、今日とセンター事業団の理事会
があって、この二、三年経営危機が続いてい
たのに対して、今年の決算では５億円くらい
の黒字を計上できるというところまできまし
た。事業も１２億近く拡大します。こういう
時期ですから３億くらい減るのですが、再
度、発展の軌道にセンター事業団ものるとい
う状況になりました。
　昨日、二代目の協同総研の理事長である杉
本さんと夜中まで話し込みました。つまると
ころ、今日の社会は競争をさせられ、蹴落と
し合いをさせられてきた社会から、やはり人
間的な協同のある社会へ大きく転換をしてい
かなければならない。この中に協同労働の協
同組合－労働者協同組合というものの役割も
あるのだろうという話しになりました。
　２０年労協運動をやってきまして、衆議院
本会議の政府答弁で、政府としてもワーカー
ズコープなどについて、真剣に取り組んでい
きたいという答弁が出てきたのを見まして、
物事が進むときは、こういうふうにスッと行
くんだなぁと思いました。
　しかもこの６月５日から２０日にかけてＩ
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ＬＯが協同組合についての各国政府への勧告
を出そうということで、すでに提案文も出さ
れております。ヨーロッパの労働者協同組合
や社会的協同組合の連合会からは労働者協同
組合や社会的協同組合の正当な役割というの
の評価をきちんといれろというようなこと
で、日本の政・労・使から代表を出せという
手紙も来ました。先日、農協の全中の原田会
長に宛てて要請をして参りました。このＩＬ
Ｏの会議に向けて、４月１８日からローマで
ＩＣＡの理事会で討議されます。ＪＡ全中今
尾常務からは、労協や社会的協同組合につい
て「各国政府が大いに進めるべきであると発
言します」という約束をいただきました。
　日本での労協の事業・運動の実績をつくる
と同時に、こういう絶好のチャンスを活かし
て、労働者協同組合の法制化を実現したい、
こういう中で、協同総研が１０周年を迎えた
というのも大きな意義あることですし、いっ
そう協同総研の活動が期待されるということ
になるのだろうと思います。
　協同総研の明日と言うことを考えた場合、
様々な分野での、協同を切り口にした人間の
再生、地域の再生ということと、この研究所
の活動がどう包括的に関わっていけるかとい
うのが一番大きなテーマだと思います。相当
重要なテーマがクローズアップされてきてい
る、若者のフリーターのところで、その労働
がどういうものとして存在していて、それが
若者にどういう未来を示しているのかという

ことと、今日の社会の矛盾というのが極めて
凝集され存在しているように思います。これ
らは、ある意味で障害者に対して日本がどう
してきたかということに通じるようなテーマ
です。競争社会の中でこういう状況が出てき
て、これを解決する方向は何なのか、これも
協同労働ということを核にしながら、あらゆ
る地域や生活のレベルを蹴落とし合いから人
間的な協同のある町へということになってい
かなければ根本的には解決できないものだろ
うと思います。この問題でも、フリーター本
人たちと研究者の協同の研究実践なしに、解
決の方向は見出せません。
　人の生活と地域と協同ということで、包括
的に協同ということをテーマとした協同総研
の活躍の時が来ていると思いますし、協同総
研の努力の中で協同労働に最高の価値を与え
ながら、ある意味で人間的な新しい共同体を
都市や地域の中に無数につくっていかなけれ
ばならない。そのために、それこそ協同でど
ういうことを探求していったらいいのかとい
うことを協同総研が市民にも示しながら、一
歩一歩実績を積み上げていただきたいと思い
ます。日本労働者協同組合連合会は、協同総
研とも一体となりながら、実践家と研究家の
結びつきを広げ、深めながら、２０年の基礎
の上に、運動・事業の飛躍を決意しまして、
今日の挨拶とさせていただきます。
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●森田邦彦
　　　　　　　（日本協同組合学会会員）

協同総合研究
所設立10周年
にお祝いを申
し上げます。
また、この記
念集会にお招
きを頂きあり

がとうございます。謝辞として何かきのきい
たスピーチをと、ここ1週間以上考えてきた
のですが、60余才の凡人にいまさら特別な考
えがひらめくはずはありません。
　1980年にICAの大会がモスクワであり、こ
の大会に提出されるレイドロウ報告書の翻訳
作業が前年の1979年に農協中央会の甲斐国
際部長を中心に進められていて、私は翌年か
らICAロンドン本部へ出向の予定であったこ
とから、その作業に少し関与していたのです
が、同報告書の第5章「協同組合の未来への
選択」の中にCo-operative for Productive
Labour やWorkers’ Productive Societies
といった言葉がスペイン・モンドゴンの
Workers’ Co-operatives の紹介とともに出
てきて、これらの初めての用語の和訳に戸
惑っていたのを思い出します。あれから22年
を経た今、日本でも「労働者協同組合」が定
着、発展したことを喜び、独自法の制定に向

けた最近の皆様のご努力に深く敬意を表した
く思います。
　私は、協同組合金融機関に30年間勤務し、
その間、国内の貸出業務やロンドン・シティ
での多国間為替取引などの業務を通じて、貨
幣に対する疑問、とくに貨幣のもつ人間疎外
性ともいうべき性質について長年疑問を抱い
てきています、したがって、本日は、貨幣に
ついて日頃から感じていることを、二つの面
から述べてみたいと思います。
　一つは、エコマネーやLETSといわれる地
域貨幣ものもつ意味についてであり、ふたつ
めは二国間の貨幣価値の交換がもたらす発展
途上国の貧困と飢餓の問題です。
　貨幣には①交換手段や支払い手段のほか、
②価値の表示機能、③貯蓄保存の3機能があ
ると経済学の初歩で学んだ訳ですが、今では
貨幣はプリペイドカードやクレジットカード
であり、小切手や証券であり、金融機関のコ
ンピューターの中の数字です。そして、その
数字がより高い利益と利鞘を求めて、ヘッジ
ファンドという名のギャンブル資金となっ
て、いま世界を駆け巡っています。世界金融
市場を駆け巡るこうした貨幣は今や年間300
兆億ドル（日本円で1ドル100円として3京
円：0が16個）になり、これは世界のGNP総
額（30兆ドル）の10倍以上といわれていま
す。貿易決済金額は、このうち僅か3％とい
われ、世界の金融市場はギャンブルマネーで
あふれるカジノとなっています。日本の文部
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科学省さえ、今年から胴元となってギャンブ
ルを始める時代ですから、特別驚くことでは
ないのかもしれません。
　いったい「貨幣とは何なのか」。私は近年
ようやく、ある単純な結論を得ました。それ
は「貨幣とは財やサービスに対する請求権で
ある」ということです。その形態が紙幣であ
れ、電子的数値、あるいは証券や債権であっ
ても、その請求権の効力には何ら影響されま
せん。（国際的には、アメリカドルという何
ら価値の裏づけのない通貨が世界の機軸通貨
となっていることは問題ですが、これは別の
問題です。）また、この貨幣の請求権には万
能性があり、人身の売買も可能ですから、そ
の売買には法的規制がとられますが、自由主
義経済の下においては「貨幣は万能」の拝金
思想で多くの人々がマインドコントロールさ
れていて、労働力も全て貨幣で売買するもの
と信じている人々が多いのも現実かと思いま
す。
　貨幣は天然資源や人的資源のほかに、より
高い利益や金利をもとめて移動しますから、
資源の乏しいところや利益の少ないところへ
は金は流れず（首都圏の大手流通資本は、そ
の支店を通じて金を地方から中央へ吸い上
げ、利益が上がらなければ地方の店舗を閉じ
てしまいます。労働力も都市へとながれて）
かくして地方は一層貧しくなっていきます。
　こうした低収益で資源の少ない地方の疲弊
を防ぎ、地域に産業を起こすために考え出さ

れ、いま世界に広がっているのがLetsやエ
コマネーといわれる地域通貨です。そのねら
いは、支払い手段＝請求権としての貨幣の機
能と流通領域を制限して、一地域内に循環経
済の仕組みを作ろうとする試みです。資金が
なければ自分たちで独自の貨幣を作り、地域
外部への富の流失を防ぎ、マイナス金利や手
数料の徴収により、金利や貯蓄志向の弊害を
除去して購買力を高め、地域を再生しようと
するものです。現在世界中で3000箇所、日
本でも30箇所で地域通貨の試みが進められ
ています。
　次に、多国間貿易から生じる貨幣の人間疎
外性、搾取性という点について考えてみたい
と思います。いま世界の問題の中で解決すべ
き一番大きな問題は、第3世界の貧困の問題
です。舞変10億人といわれる餓死者が南で
起きており、一方で日本を含む北側の一握り
の国々では、人々は肥満と廃棄物に悩んでい
ます。何ゆえにこうした現象がおきるのか。
いろいろな説明がなされますが、私は原因の
多くは貨幣の価値体系の違い、すなわち貨幣
の交換価値＝貨幣の持つ請求権の違いがもた
らす現象であると思っています。
　それぞれの国には収入に見合う支出という
価値体系があります。例として現在、中国で
は大卒の初任給は2000元、日本円で3万円で
す。日本では初任給20万円としますと、中国
の給与は7分の1です。しかし、中国の食べ
物などの生活必需品の多くの価格は日本の７
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分の 1 で
す。日本
で１コの
キャベツ
を買う金
で、中国
で７コの
キャベツ

を買うことができるということは、日本円が
中国元に対して7倍の請求権を有していると
いうことです。最近はこの価格体系を無視し
て、安い物は消費者のためだ、として外国か
ら野菜や果物がスーパーや生協店舗でも増え
てきています。野菜や果物は、わが国の食料
自給率38％の約半分を占めています。このま
までは食料自給率は１ケタになる日の近いと
思われます。小麦や大豆のように、国内でも
野菜の生産も日本から消えて、いづれ日本は
無産階級ならぬ無産国家になる日も近いかも
しれません。かって大英帝国が19世紀から
20世紀にかけて享受した植民地主義時代と
同様に、いまや北側諸国は南の国々を実質的
に植民地としているわけで「新植民地主義」
（Neo-Colonialism）ということばも海外では
聞かれます。貨幣交換比率の違いで、途上国
の労働力や富を買い叩いているわけです。
　日本は工業生産があるからいいではない
か、と多くの人が言いますが、工業は真の生
産ではなく「自然資源の加工」であり、移動
が可能です。今後ますます安い資源と労働力

を求めて国から国へと拠点を移動するでしょ
う。EU諸国連合と異なり、国境により他国へ
の労働力の自由な移動の禁止をするかぎり、
非工業国は外貨を得るために非工業国から工
業国へ食料を輸出を行うか、海外から借金を
することになります。食料自給率は、たいて
い100％以下なので、輸出のために生産の増
加が多少あっても限界があり、エチオピアの
ように国内に飢餓が生じていても他国へ農産
物を輸出するいわゆる「飢餓輸出」が生まれ
ます。先進国からの借金（通常はドル）は生
活基盤関連のものであったり、官僚や上流階
層の車などの消費財の購入にあてられ、利益
を生むものは稀なので、借金は利子の有無に
かかわらず増えるばかりです。交換比率の低
下も債務を膨らませます。近年、債務の減免
の動きがありますが、取引構造が変わらない
限り、一時しのぎで終わってしまうでしょ
う。
貨幣の価値は、その国の総合力（ファンダ
メンタルス）で決まるといわれますが、「貨
幣」は本来、分業から生じたものであり、工
業（非農業）が造り出したものですから、そ
の価値は工業の競争力に依存しています。人
為を超える自然摂理に依存する農業に適用す
ると、しばしば南の国のような悲劇が生じま
す。わが国の畜産農家の例をみても明らかで
す。
このような悲劇を防ぐには、基礎的食料に
ついては自給率を100％に達するまでは、そ
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●黒川　俊雄
　　　　　　　　　　（慶応大学名誉教授）

　「10 年ひ
と昔」と言
いますが、
私 も そ の
「昔」の人
です。
　想えば、

この協同総合研究所はちょうど 10 年前の
1991年 3月 23日に設立されました。その設
立前に、私がまだ慶應義塾大学経済学部の現
役教授時代に「地域コミュニティ・労働者協
同組合研究会」という大変長い名前で、何か
思いの籠もり過ぎたような研究会を研究室で
はじめ、それを土台にこの研究所は設立され
たのです。
　考えてみれば、協同組合についてずぶの素
人だった私が、この協同を総合的に研究する
というこの研究所の理事長になったのですか
ら、おこがましい限りです。だから私が今在
るのは、この協同総研あってのことです。そ
してこの協同総研を支えてきて下さっている
今の労協連合会あってのことだと思っていま
す。
　協同総研が、今の労協連合会との共催で
「いま協同を問う」全国集会を、プレ集会か

の輸出を禁止し、その交換性（商品化）を制
約することや、貿易はその国の自国通貨建て
として、外貨交換による国外への持ち出しを
禁止する措置、環境税として石油税を増額し
てフードマイル（食料の輸送に要する距離）
を短縮させることなど、貨幣による政策や措
置が考えられます。実体のないカジノゲーム
を演じる世界の通過を抑制し、飢餓をはじめ
富の南北格差を減らす工夫も、国内の地域通
貨と同様に「貨幣はサービスや財の請求権で
ある」との観点から、その請求権の行使を如
何に制約するかと考えれば、国内での地域通
貨と同様に南北間の貧富の格差の是正のため
の新たな発想ができるではないかと考えてい
るところです。
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ら始めて回を重ねて開き、模索に模索を繰り
返して参りましたが、昨年「いま協同を拓く」
全国集会に発展し、いまや「協同労働の協同
組合」法制化をめざすまでになったことは、
協同の総合的な研究も実践も進んできたとこ
とを如実に示しています。　
　このような成果は、初代の理事長を務めさ
せていただいたずぶの素人の私の後に、私よ
りも若く、協同組合論について優れた学殖を
積んでおられる現役大学教授の中川さんが理
事長として並々ならぬ活動を続けてきておら
れるお陰だと思います。
　かつて私は「いまなぜ労働者協同組合なの
か」などという先走った著書を大月書店から
出して、新日本出版社の「労働運動」誌が、
「労働者協同組合」という5回シリーズの1回
目で（この1回だけでどういうわけか中断さ
れてしまったのですが）著者名も著書名も、
出版社名も明かされずに、奇妙な形で叩かれ
て闇に葬られてしまい、私は文字通り「昔の
人」にされてしまったのです。
　そんな私は今、「生涯現役」などとおこが
ましく考えているわけではありませんが、労

協連合会が
創ってきて
いる高齢者
生活協同組
合（前述の大
月書店出版
の著書で私

も提起して
いるのです
が）の神奈
川の理事長
を勤めさせ
ていただい
ています。
　ただ地域で実践していると、理論と現実と
の隔たりを痛感させられます。大所高所から
理論的に現実を批判していくことは、社会が
新しい価値観を求めている現在、現実を動か
していくために大切だと思います。しかしそ
れだけでは現実は動きません。現実に接し、
現実を動かして行く行動である実践は、理論
と現実との隔たりをどう縮めていくかという
作業だと思います。その作業をやる中で、理
論は現実を変えつつ、理論も現実に一層適応
できるように変わっていく必要があるという
ことを教えられました。
　現実において、私が神奈川高齢協理事長に
なったばかりのとき、「1口5千円の出資金を
出したのに仕事が来ないじゃないか」と文句
をいわれました。そこで私は「仕事よこせ」
じゃなくて「仕事おこし」なのだと説得しま
したが、どのくらい金儲けになるかとか、金
儲けになる仕事をおこすにはいくら資金があ
ればいいかということが先に立ってしまいが
ちです。そして「理事長が家・屋敷を売り払っ
てでも金をつくれ」などと言われました。し
かし金儲けにならないからとか、金儲けにな
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るには大金がなければだめだからという理由
で、人権や環境を守る事業が後回しにされ、
大企業や政府・行政にゆだねられた事業が、
かえって人権や環境を踏みにじるようなこと
が多かった20世紀でした。だから世紀末か
ら今世紀にかけて、その後回しにされた事業
を進めるために非営利・協同組織が増え、労
働を犠牲と見てその「対償」を目的とする雇
用労働ではない協同労働・人と人とのつなが
りや助け合いの中で人間を成長させ発展させ
る協同労働やボランティア活動が広がってき
たのではないでしょうか。2001年が「ボラン
ティア国際年」となっているのは決して偶然

ではないと思います。
　厳しい現実の中で、「仕事おこし」をどう
進めるかということで苦労に苦労を重ね、
「ボランティア」論の勉強もしながら、硬直
した抽象的な理論ではなくて、現実を動かす
力を持った理論を実践に生かせるように、思
いがけない障害にもひるまず努力している今
日この頃の私です。
　協同総研がこの10年の歴史を踏まえて21
世紀大きく羽ばたくことを願って挨拶と致し
ます。


